
7 市報かんざき 2018.11月号

各課からのお知らせ

　
　
平
成
31
年
度（
４
～
６
月
）保
育
園
入
園
児
募
集

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

子
育
て
支
援
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

市
内
保
育
園

・
仁
比
山
保
育
園
（
市
立
）

・
西
郷
保
育
園
（
市
立
）

・
ち
よ
だ
保
育
園
（
市
立
）

・
せ
ふ
り
保
育
園
（
市
立
）

・
小
桜
保
育
園
（
私
立
）

・
神
埼
保
育
園
（
私
立
）

・
ち
と
せ
保
育
園
（
私
立
）

市
内
認
定
こ
ど
も
園

・
大
立
寺
幼
稚
園
・
子
ど
も
の
家

保
育
園
（
私
立
）　

　

☎
４
４
‐
３
１
４
４

・
神
埼
こ
ど
も
園
（
私
立
）

　

☎
５
３
‐
４
５
０
０

・
神
埼
双
葉
園
（
私
立
）

　

☎
５
２
‐
３
６
０
９

※
認
定
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
部
へ

の
入
園
を
希
望
の
方
は
、
直
接

園
へ
申
込
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　

　

11
月
１
日
（
木
）
～

�

12
月
14
日
（
金
）

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

※
７
月
以
降
の
入
園
を
希
望
す

る
場
合
は
、
入
園
希
望
の
３
ヶ

月
前
か
ら
順
次
受
付
け
ま
す
。

○
対
象
年
齢

　

生
後
６
ヶ
月
～
就
学
前

入
園
申
込
み
の
で
き
る
方

　

保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情

に
よ
り
保
育
を
で
き
な
い
場
合
で

す
。

　
「
下
の
子
の
保
育
に
手
が
掛
か
る
」

「
友
達
が
い
な
い
」「
遊
ぶ
場
所
が
な

い
」
な
ど
の
理
由
で
は
入
園
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

①
家
庭
外
労
働

　

保
護
者
が
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て

い
る
。（
最
低
勤
務
時
間
が
、
月
60

時
間
以
上
）

②
家
庭
内
労
働

　

保
護
者
が
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ

て
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

（
最
低
勤
務
時
間
が
、
月
60
時
間
以

上
）

③
親
の
い
な
い
家
庭

　

死
亡
、
行
方
不
明
な
ど
の
理
由
に

よ
り
親
が
い
な
い
家
庭
。

④
母
親
の
出
産
、
保
護
者
の
病
気
等

　

出
産
の
前
後
（
出
産
月
を
挟
ん
で

前
後
２
ヶ
月
以
内
、最
大
４
ヶ
月
間
）

や
保
護
者
が
病
気
や
怪
我
、
ま
た
は

精
神
や
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
。

⑤
病
人
の
介
護
、
看
護

　

同
居
ま
た
は
長
期
入
院
等
し
て
い

る
親
族
の
介
護
、看
護
を
し
て
い
る
。

⑥
家
庭
の
災
害

　

火
災
、
風
水
害
、
地
震
な
ど
の
災

害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。

⑦
求
職
活
動

　

保
護
者
が
求
職
活
動
を
し
て
い

る
。（
最
大
２
ヶ
月
間
）

○
必
要
な
書
類

・
入
園
申
込
書
（
児
童
一
人
一
部
）

・
家
庭
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
就
労
証
明
書
、
母

子
健
康
手
帳
の
写
し
、
診
断
書
な

ど
）、個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

が
確
認
で
き
る
も
の
、
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
入
園
選
考

　

入
園
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、

申
込
書
と
面
接
に
よ
り
、
保
育
が
必

要
な
程
度
を
総
合
的
に
判
断
し
、
優

先
順
位
の
高
い
方
か
ら
入
園
を
決
定

し
ま
す
。

○
保
育
料

　

保
護
者
の
市
民
税
（
所
得
割
）

額
と
支
給
認
定
区
分
（
１
号
～
３

号
）
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。
４

～
８
月
分
は
平
成
30
年
度
市
民
税

額
、
９
～
３
月
分
は
平
成
31
年
度

市
民
税
額
を
基
に
計
算
し
ま
す
。

※
年
度
途
中
で
保
育
料
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
別
途
、
園
に
よ
り
教
材
費
な
ど

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
保
育
料
無
償
化

　

国
の
制
度
が
決
定
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

対　象 申請書配布・提出場所

・新入園児
・市外保育園に在園児

・福祉課
・千代田支所総合窓口課
・脊振支所総合窓口課

・市内保育園に在園児
各保育園
※来年度も市内保育園に継

続入園を希望される場合

市長交際費の公表
（平成30年７月～９月分）

項目 件数 支出額（円）
弔　慰 1 16,200
御　祝 31 93,000
激　励 2 6,000
会　費 0 0
見舞い 0 0
その他 7 41,700

計 41 156,900

夜の市長室 どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

11月６日（火） 神埼市役所
12月４日（火） 千代田支所

18：00 ～ 20：00（１組30分程度）
当日は来庁順です。

※お住まいの地区に関係なくお
越しいただけます。

※荒天などの場合は、開催の有
無をお問い合わせください。

　10月の脊振支所開催分には、
４組４人が来庁されました。
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各課からのお知らせ

第12回元気かんざき市民交流祭
◎問い合わせ　元気かんざき市民交流祭実行委員会事務局

（政策推進室内）☎37-0153

今年のテーマ
　市の「人材」「食材」「文化財（伝統・伝承）」
イチオシ
　ご当地アイドルグループ「ピンキースカイ」のライ
ブやダンスグループ「華舞K＠boom」のステージ、全
日本ジュニア選手権を制した「神埼ジュニア新体操ク
ラブ」の演技を披露します。
　また、市内スポーツクラブや文化サークルによる活
動紹介を行いますので、『これから、スポーツをした
い！』『文化サークルを探している！』という方は、ぜ
ひご来場ください。
こだわりのイベント
　毎年人気の「五穀豊穣餅投げ」「どこまで伸びるかん
ざき麺」「大抽選会」や、来場者参加型の「神埼ウルト
ラクイズ」があります。クイズでは市に関する問題を
出題し、上位入賞者には豪華賞品を準備しています。
体験ブース
　「職業体験」「アクセサリー（レジン）作り」「化石発
掘」など子どもから大人まで楽しめる多くのイベント
を予定しています。

○日時　11月24日（土） 10時～
○会場　神埼市中央公民館周辺

▼華舞K＠boom

▲神埼ジュニア新体操クラブ

※詳細は、11月中旬に配布するチラシをご覧く
ださい。

～みなさんの思い出の一枚をインスタグラムに投稿しませんか～
　投稿いただいた写真は、市民交流祭の当日会場内で紹介します。また、当日会場受付に投稿した写真を提示
いただくと、先着でプレゼントをお渡しします。
○テーマ　神埼市の「人材」「食材」「文化財」に関するもの
　　　　　（※撮影者の許可を得ているもの）
○ルール　市のマスコットキャラクターくねんにゃんのアカウント
　　　　　「kunennyan0501」をフォローし、「＃（ハッシュタグ）
　　　　　かんざき市民交流祭」を付けて投稿してください。
○期　限　11月19日（月）まで
※詳細は、市のホームページをご覧ください。

ボクも投稿するニャン♪
フォローしてニャン♪

維新博で『神埼の日』開催
　９月23日、肥前さが幕末維新博覧会の関連イベン
トの『神埼の日』が、幕末維新記念館(市村記念体育館)
西側広場で開催されました。
　当日は、天気にも恵まれ、様々なイベントを行い、
約2,500人の来場者で賑わいました。
　神埼特産のひしぼうろやにゅうめん、菱の実、猪肉
などの試食コーナーでは、行列ができるほどの盛況ぶ
りでした。
　ステージでは、神舞太皷やフラダンス、神埼高校書
道パフォーマンス、神埼清明高校の吹奏楽、佐賀銀行
神埼支店のバブリーダンスなどが行われました。また、
市民交流祭にも出演する華舞Ｋ＠boomのダンスや神
埼ジュニア新体操クラブの演舞もあり、神埼市の魅力
をＰＲできた1日となりました。
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「神埼菱焼酎」「ひしぼうろ」
お歳暮にいかがですか

◎問い合わせ　政策推進室　政策推進係　☎37-0153

　早いもので来月はもう「師走」です。「お歳暮」お決まりですか。神埼市の特産品である菱の実（和菱）を使った「神
埼菱焼酎」「ひしぼうろ」は贈り物にオススメです。また、お歳暮の時期は、地域によっても違いがあるようですが、
概ね12月20日頃までに贈るのが一般的なようです。
　多くの方に神埼市ブランドを味わっていただくため、お歳暮や手土産としてご利用ください。

神埼菱焼酎（福岡国税酒類鑑評会金賞） ひしぼうろ（全国菓子大博覧会金賞）

　アルコール度数43度の「原酒」にこだわった本格
焼酎。杜氏が丹精込めて醸造し、甕でゆっくりと熟
成させた焼酎は風味も格段にアップ。くせのないすっ
きりとした味わいで、料理を選ばず、美味しくお飲
みいただけます。昨年、福岡国税局酒類鑑評会で「金
賞」を受賞し、名実ともに市を代表する特産品です。
１本入り　2,500円
２本入り　5,000円

　まるぼうろをヒントに神埼市菓子組合、西九州大
学、神埼市の産学官連携で開発された和菓子。練り
込まれた菱の外皮にはヒシポリフェノールが含まれ
ており、メタボリック症候群や高血圧予防、老化防
止などの効果も期待されます。
12個入り　1,060円
30個入り　2,600円
※数量は相談ください

取り扱い店舗
店舗名 電話番号

神
埼
菱
焼
酎

神
埼
町

かんざきサピエ 神埼町本堀3206-1 53-0444
お酒ひろば 神埼町田道ヶ里2262-13 52-7005
ラ・フィットくしだ 神埼町神埼562-1 55-6080
こが酒店 神埼町神埼385  52-2345
万両味噌醤油醸造元 神埼町枝ヶ里40-1 52-2315

千
代
田
町

アニー広瀬酒店 千代田町境原23-3 44-6479
片江酒店 千代田町下西771-1 44-3508
ニューきたばる 千代田町境原783-2 44-2490
角田酒店 千代田町㟢村117 44-2529
日高酒店 千代田町迎島1607-2 44-2120

ひしぼうろ 大串製菓店 神埼町本堀2569-3 52-2888
荒木屋 神埼町本堀2891-1 52-2680

菱
の
実
の
加
工
作
業
を
見
学

　

10
月
10
日
、
千
代
田
中
部
小
学
校
と
千

代
田
西
部
小
学
校
の
３
年
生
が
ふ
る
さ
と

学
習
の
一
環
で
、
菱
の
実
の
加
工
作
業
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
学
習
は
、
平
成
28
年
か
ら
地

元
の
郷
土
へ
の
関
心
を
深
め
、
郷
土
を
愛

し
、
郷
土
を
誇
り
に
思
う
心
情
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
雨
天
に
よ
り
ハ
ン
ギ
ー
に
乗
っ

て
の
菱
の
実
採
り
体
験
は
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
ひ
し
ぼ
う
ろ
や
神
埼
菱
焼
酎
の

原
料
加
工
の
見
学
や
体
験
を
と
お
し
て
学

習
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
菱
の
中
の
白
い
実

が
焼
酎
、
皮
が
ひ
し
ぼ
う
ろ
に
な
る
こ
と

を
学
ん
だ
」「
収
穫
し
た
後
も
洗
っ
て
、
乾

燥
し
た
実
を
粉
に
す
る
な
ど
、
商
品
に
な

る
ま
で
に
は
大
変
な
作
業
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
」と
学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
神
埼
和
菱
組
合
本
村
宣
行
組

合
長
（
高
志
）
か
ら
は
、「
毎
年
子
ど
も

た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。
今
年
は
、

残
念
な
が
ら
ハ
ン
ギ
ー
に
は
乗
れ
な
か
っ

た
が
、
ひ
し
ぼ
う
ろ
や
神
埼
菱
焼
酎
の
原

料
の
加
工
の
様
子

を
じ
っ
く
り
学
習

し
て
も
ら
っ
た
。
自

分
た
ち
が
住
む
ま

ち
の
こ
と
を
知
っ

て
、
こ
の
神
埼
市

に
誇
り
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
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千代田町の投票区が変更になります
◎問い合わせ　神埼市選挙管理委員会事務局（総務課内）☎37-0100

　選挙管理委員会において以下のとおり投票区と投票所の見直しを行い、今年12月16日に執行予定の佐賀県知事
選挙から実施することと決定しました。
見直し前：

投票所 区域（行政区名）
千代田町
第１投票所

千代田中部
小学校体育館

上直鳥、姉、乙南里、新宿、大石、下黒井、上黒井、十条、嘉納、丙太田、詫東、詫西、
高志、下板、藤西、又南里、藤東

千代田町
第２投票所

千代田西部
小学校体育館

原の町、境原、上犬童、下犬童、餘江、川崎、東野ヶ里、上西、下西、仲田町団地、
仁戸田

千代田町
第３投票所

千代田東部
小学校体育館

黒津、﨑村、下神代、上神代、快楽、渡瀬、龍尾、栁島、大島、迎島、出来島、中津、
大野、林慶

千代田町
第４投票所

千代田中学校
講堂

下直鳥、丁太田、上地、小鹿、用作、柴尾、小森田、こすもす苑、ゆとり

見直し後：
投票所 区域（行政区名）

千代田町
第１投票所

千代田支所
上直鳥、姉、乙南里、新宿、大石、下黒井、上黒井、十条、嘉納、丙太田、詫東、詫西、
高志、下板、藤西、又南里、藤東、下直鳥、丁太田、上地、こすもす苑、ゆとり

千代田町
第２投票所

千代田西部
小学校体育館

原の町、境原、上犬童、下犬童、餘江、
川崎、東野ヶ里、上西、下西、仲田町団地、仁戸田

千代田町
第３投票所

千代田東部
小学校体育館

黒津、﨑村、下神代、上神代、快楽、渡瀬、龍尾、栁島、大島、迎島、出来島、中津、
大野、林慶、小鹿、用作、柴尾、小森田

千代田町第１投票所の
中部小学校体育館は

千代田支所に変更

千代田町第３投票所
（千代田東部小学校体育館）

千代田町第２投票所
（千代田西部小学校体育館）

見直し概要
 １．第４投票区がなくなり、従来の３小学校区で再編します。
 ２．第１投票所は千代田支所に変更します。
 ３．12月16日の県知事選挙から行います。

千代田町の投票区
（見直し図面）

下直鳥、丁太田、上地、
こすもす苑、ゆとりは
千代田支所で投票

小鹿、用作、柴尾、小森田
は東部小学校で投票
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　佐
賀
県
知
事
選
挙　

12
月
16
日（
日
）が
投
票
日
で
す
!!

◆
選
挙
期
日
（
投
票
日
）

　

12
月
16
日
（
日
）

　

７
時
～
20
時

　

※
脊
振
町
第
２
投
票
所
か
ら
第

６
投
票
所
は
、
７
時
か
ら
18
時
ま

で
で
す
。

◆
投
票
所
変
更
の
お
知
ら
せ

　

千
代
田
町
の
投
票
所
を
右
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
変
更
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
脊
振
支
所
の
解
体
工
事

の
た
め
、
脊
振
町
期
日
前
投
票
所

と
脊
振
町
第
１
投
票
所
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

◆
今
回
投
票
で
き
る
方

　

満
18
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
、

引
き
続
き
３
ヶ
月
以
上
神
埼
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
神

埼
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
。
ま
た
、
引
き
続
き
佐

賀
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
。

○
選
挙
人
名
簿
登
録
の
資
格

　
（
基
準
日 
平
成
30
年
11
月
28

日
）

・
年
齢　

　

平
成
12
年
12
月
17
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

・
住
所

　

基
準
日
ま
で
に
３
ヶ
月
以
上
市

内
に
住
所
を
有
す
る
方

※
転
入
者
は
平
成
30
年
８
月
28
日

ま
で
に
転
入
の
届
出
を
し
た
方

※
投
票
日
ま
で
に
県
外
へ
転
出
さ

れ
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
総
務
課
内
）　

☎
３
７
‐
０
１
０
０

変更前 変更後

施設名
脊振支所

１号会議室

脊振ふれあい館
１階会議室

（旧商工会事務所）

対象
脊振町期日前選挙投票所および

脊振町第１投票所

※脊振町第１投票の投票区域は、広滝東、広
滝西、　広滝下、鹿路の一部（旧東鹿路）
です。

★
期
日
前
投
票
に
つ
い
て
★

　

神
埼
町
と
千
代
田
町
・
脊
振
町

で
は
、
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期

間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
期
日
前
投
票
は
、
ど
の
投
票
所

で
も
投
票
で
き
ま
す
。

期日前投票日時
期間 時間 場所

神埼町
11月30日（金）

～ 
12月15日（土）

８：30

～

20：00

神埼市役所１- １会議室

千代田町 12月９日（日）

～

12月15日（土）

千代田支所１- １会議室

脊振町 脊振ふれあい館１階会議室

　
　期
日
前
投
票
所
の
立
会
人
を
募
集

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
総
務
課
内
）

☎
３
７
‐
０
１
０
０

　

市
で
行
わ
れ
る
国
政
、
県
政
お

よ
び
市
政
選
挙
の
期
日
前
投
票
所

で
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

○
登
録
資
格

　

お
お
む
ね
70
歳
ま
で
の
市
内
に

住
所
を
有
し
、
か
つ
神
埼
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

○
登
録
期
間　

　

平
成
32
年
８
月
31
日
ま
で

○
従
事
場
所　

　

市
内
の
期
日
前
投
票
所

・
神
埼
市
役
所

・
千
代
田
支
所

・
脊
振
支
所
（
複
合
施
設
建
設
期

間
は
脊
振
ふ
れ
あ
い
館
）

○
従
事
時
間　

８
時
30
分
～
20
時

○
報
酬　

日
額　

９
，５
０
０
円

　
　
　
　
（
そ
の
他
手
当
な
し
）

○
申
込
方
法　

郵
送
ま
た
は
持
参

・
郵
送

　

〒
８
４
２
‐
８
６
０
１

　

神
埼
市
神
埼
町
神
埼
４
１
０

　

神
埼
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
あ
て

・
持
参

　

総
務
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
窓

口
※
申
込
書
は
、
総
務
課
で
配
布
ま
た

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得

で
き
ま
す
。

○
申
込
期
限

　

平
成
30
年
11
月
15
日
（
木
）
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

　
　

税
務
課　

臨
時
職
員
募
集

下
水
道
等
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て

市
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

市
民
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

◎
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課　

管
理
係

☎
３
７
‐
０
１
０
５

◎
問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

建
設
管
理
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
３

○
業
務
内
容　

　

税
務
課
事
務
補
助
・
確
定
申
告

事
務
補
助

○
募
集
人
員　

３
人

○
任
用
期
間

　

平
成
31
年
１
月
７
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
31
日

○
勤
務

　

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

○
賃
金　

日
額
６
，４
０
０
円

○
応
募
資
格

　

市
内
在
住
で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作

の
で
き
る
方

○
勤
務
条
件

　

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
あ
り

○
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真
添

付
）、官
製
ハ
ガ
キ（
返
信
先
記
入
）

を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
宛
先
〉
〒
８
４
２
‐
８
６
０
１

神
埼
市
神
埼
町
神
埼
４
１
０

税
務
課　

市
民
税
係

○
受
付
期
間

　

11
月
５
日
（
月
）
～
16
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

○
選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

※
面
接
日
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

神
埼
市
で
は
公
共
下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
、浄
化
槽
な
ど
、

市
営
の
汚
水
処
理
施
設
の
使
用

料
は
世
帯
割
と
世
帯
員
割
で
算

定
し
て
い
ま
す
。
住
民
票
の
人

数
と
実
際
に
居
住
し
て
い
る
人

数
が
異
な
る
場
合
は
、
申
請
で

減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

居
住
人
員
に
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
、
下
水
道
課
ま
た
は
各

支
所
総
合
窓
口
課
に
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
持
っ
て
く
る
も
の

　

学
生
証
・
入
所
証
明
書
・
ア

パ
ー
ト
契
約
書
、
直
近
の
施
設

利
用
料
領
収
書
な
ど

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
の
配
布

　

昨
年
４
月
か
ら
配
布
し
て
い

ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
の
由
来
な
ど

も
記
載
さ
れ
、
人
気
を
集
め
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

○
配
布
方
法

　

下
水
道
課
で
無
料
配
布

○
配
布
日
時

　

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

通
常
６
月
に
市
営
住
宅
入
居
者

の
定
期
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
定
期
募
集
で
入
居
決
定
し
て

い
な
い
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
居
の
申
込
に
は
各
種

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
空
室
が
あ
る
市
営
住
宅

・
本
堀
団
地
（
神
埼
町
）

・
右
原
団
地
（
神
埼
町
）

・
姉
団
地
（
千
代
田
町
）

・
東
野
ヶ
里
団
地
（
千
代
田
町
）

・
井
上
団
地
（
脊
振
町
）

　
　高
額
療
養
費

外
来
年
間
合
算
制
度
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎
６
４
‐
８
４
７
６

高
額
療
養
費
の
外
来
年
間
合
算

制
度

　

基
準
日
（
７
月
31
日
）
の
所
得

区
分
が
「
一
般
区
分
」
※
に
該
当

す
る
方
は
、
昨
年
８
月
１
日
か
ら

今
年
７
月
31
日
の
外
来
療
養
に
係

る
自
己
負
担
額
が
14
万
４
千
円
を

超
え
る
場
合
、
そ
の
上
限
額
を
超

え
た
金
額
が
高
額
療
養
費
（
外
来

年
間
合
算
）と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
留
意
点

　

月
間
の
高
額
療
養
費
支
給
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
方
で
、
外
来
の

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
広
域
連

合
で
確
認
で
き
る
場
合
、
高
額
療

養
費
支
給
先
と
同
じ
口
座
へ
自
動

的
に
支
給
し
ま
す
。

　

月
間
の
高
額
療
養
費
支
給
を
受

け
た
以
外
の
方
で
、
支
給
が
見
込

ま
れ
る
被
保
険
者
の
方
に
は
、
12

月
中
下
旬
に
お
知
ら
せ
を
送
付
す

る
予
定
で
す
。
お
知
ら
せ
が
届
い

た
場
合
、
市
民

課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
一
般
区
分

　

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
内
に
住

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
で
、

医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
割
合
が

１
割
の
方
で
す
。

有
料
広
告

有
料
広
告
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　国
民
年
金
保
険
料

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

佐
賀
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
送
付
時
期

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

日
に
よ
っ
て
発
送
時
期
が
異
な
り

ま
す
。

控
除
証
明
書
は
大
切
に
保
管
を

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

と
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
対
象
は
、
そ
の
年
の
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
で
す
。
過
去
の
年
度
分

や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納

付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
が

必
要
で
す
。
年
末
調
整
・
確
定
申

告
ま
で
、
証
明
書
の
保
管
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
配
偶
者
な
ど
家
族
の
負

担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
た
場
合
は
、
納
め
た
方
の
社
会

保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
申
告
の
際
は
、
家
族
あ

て
の
控
除
証
明
書
も
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
だ
け
で
な

く
不
慮
の
事
故
な
ど
、
万
一
の
と

き
に
も
心
強
い
味
方
に
な
る
制
度

で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　介
護
保
険
料
は
納
期
限
内
に

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

業
務
課　

☎
４
０
‐
１
１
３
５

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を

社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
仕
組
み
で
す
。「
介
護
が
必
要
に
な
る
」
の
は

限
ら
れ
た
人
だ
け
で
な
く
、
誰
に
で
も
そ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は
、
利
用
料
の
１
割
（
一
定

所
得
以
上
の
方
は
、２
割
、３
割
）
を
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　

自
己
負
担
以
外
の
費
用
は
、40
歳
以
上
の
人
が
支
払
う「
介
護
保
険
料
」

と
「
公
費
（
税
金
）」
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
は

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
へ
納
付
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
65
歳
以
上
の

方
の
介
護
保
険
料
の
納
め
方
は
２

種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

■
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方

■
普
通
徴
収

　
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

・
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た

方
、
転
入
さ
れ
た
方

・
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
な

い
方
、
年
金

が
年
額
18
万

円
未
満
の
方

な
ど

　

納
付
書
の
方
は
毎
月
、
納
期
限

ま
で
に
金
融
機
関
、
郵
便
局
な
ど

で
納
付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
す
れ
ば
金
融
機
関

へ
出
向
く
手
間
も
省
け
、
納
め
忘

れ
も
な
く
な
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
き
は

　

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
滞
納

処
分
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
た
際
の
負
担
割
合
が
３
割
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
の
給
付
制
限

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

必
ず
納
付
相
談
を
お
願
い
し
ま

す
。

ホームページ で検索大塚石材工業

有
料
広
告

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

日
本
年
金
機
構
の
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
を
利
用
す
る
と
、
年
金

記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来

の
年
金
受
給
見
込
額
の
試
算
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
詳
細

は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
ま
た

は
佐
賀
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
い　
　

み
ら
い

国民年金保険料
の納付日

送付時期

１月１日～ 10月１日※ 11月上旬送付

10月２日～ 12月31日 ２月上旬送付

※９月下旬から10月上旬にかけてコンビニ
エンスストアで納付された一部の方は、
11月中旬に送付予定です。
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神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

各課からのお知らせ

　
　「
住
民
総
合
健
診
」

追
加
日
程
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

台
風
と
大
雨
に
よ
り
、
中
止
し

た
住
民
総
合
健
診
の
振
替
日
と

し
て
、
日
程
を
追
加
し
ま
す
。

　

今
年
度
ま
だ
受
診
し
て
い
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

○
と
き

　

11
月
9
日
（
金
）

○
受
付
時
間

　

8
時
30
分
～
10
時
30
分

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

○
と
こ
ろ

　

千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

※
神
埼
町
、
脊
振
町
の
方
も
受
診

で
き
ま
す
。

○
実
施
す
る
健
診
項
目

　

若
年
健
診
・
神
埼
市
国
保
特
定

健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
・
結
核

検
診
・
肺
が
ん
検
診
・
胃
が
ん
検

診
・
大
腸
が
ん
検
診
・
前
立
腺
が

ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

※
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
票
は
、

当
日
発
行
し
ま
す
。

※
が
ん
検
診
は
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
に
関
係
な
く
受
診

で
き
ま
す
。

　
　

　
　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

“
脳
の
活
性
化
”を
図
り
ま
せ
ん
か

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

平
成
30
年
度　

児
童
虐
待
防
止
標
語

未
来
へ
と
　
命
を
繋
ぐ
　
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　

現
在
、
親
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
虐
待
が
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。「
す
べ
て
の
児
童
は
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
う
ま
れ
、
育

て
ら
れ
、
そ
の
生
活
を
保
障
さ
れ
る
」
と
児
童
憲
章
に
謳
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け
ず
に
、
健
や
か
に
成
長
で

き
る
社
会
を
目
指
す
た
め
、
市
で
は
児
童
虐
待
防
止
・
予
防
、
早
期
発

見
が
で
き
る
よ
う
相
談
・
通
報
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
地
域
み
ん
な

で
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
児
童
虐
待

○
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負

わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待

　

無
視
す
る
、
脅
す
、
罵
声
を
あ

び
せ
る
、兄
弟
間
の
差
別
的
扱
い
、

子
ど
も
の
前
で
他
の
家
族
に
暴
力

を
振
る
う
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト

　

食
事
を
与
え
な
い
、
著
し
く
不

潔
に
す
る
、
病
気
に
な
っ
て
も
病

院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
家
に
閉

じ
込
め
る
な
ど

○
性
的
虐
待

　

性
的
関
係
を
強
要
す
る
、
性
的

い
た
ず
ら
を
す
る
、
性
器
や
性
的

行
為
を
見
せ
る
な
ど

「
虐
待
か
も
…
」
と
思
っ
た
ら
、

お
電
話
く
だ
さ
い

　

匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
連

絡
し
た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
相
談
窓
口

・
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

・
佐
賀
中
央
児
童
相
談
所

　

☎
２
６
‐
１
２
１
２

　
（
虐
待
通
報
は
24
時
間
３
６
５

日
対
応
し
ま
す
）

・
児
童
相
談
所
（
全
国
共
通
）

　

☎
１
８
９

○
メ
ー
ル
で
の
相
談

　

メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
福
祉
課
の
家
庭
児
童

相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

k-soudan@
city.kanzaki.lg.jp

　

今
年
度
か
ら
脳
若
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
予
防

を
目
的
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

（
i
P
a
d
）
を
用
い
た
楽
し
い

教
室
で
、
10
月
か
ら
の
参
加
者
に

も
好
評
で
す
。

○
定
員　

24
人
（
受
付
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

○
送
迎　

無

○
参
加
費

　

テ
キ
ス
ト
代
２
，０
０
０
円

○
受
付
開
始

　

11
月
19
日
（
月
）
か
ら

○
申
込
手
順

①
高
齢
障
が
い
課
に
電
話
で
仮
予

約
②
高
齢
障
が
い
課
・
各
支
所
総
合

窓
口
で
申
請
手
続
き

○
対
象
者

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

○
開
催
期
間
（
計
12
回
）

　

平
成
31
年
１
月
か
ら
３
月
末

○
開
催
時
間

　

毎
週
金
曜
日

　

13
時
30
分
～
15
時

○
実
施
場
所

　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
等
複
合

会
館

有
料
広
告

今年度新規事業
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　神
埼
都
市
計
画
下
水
道

変
更
の
決
定

◎
問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

都
市
計
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
３

　

現
在
、
農
業
集
落
排
水
事
業
で

汚
水
処
理
を
行
っ
て
い
る
神
埼

町
横
武
、
上
六
丁
、
下
六
丁
の
３

地
区
約
20 

ha
を
新
た
に
公
共
下

水
道
区
域
に
追
加
す
る
計
画
を

立
て
て
い
ま
し
た
。

　

追
加
に
は
新
た
な
都
市
計
画

決
定
が
必
要
な
た
め
、
神
埼
市
都

市
計
画
審
議
会
を
経
て
手
続
き

を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
９
月
21

日
付
神
埼
市
告
示
第
84
号
で
都

市
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

神
埼
市
都
市
計
画
下
水
道
変

更
の
決
定
に
伴
う
関
係
図
書
は

建
設
課
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
名
称

　

神
埼
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更

　
（
神
埼
市
決
定
）

○
追
加
区
域

　

神
埼
市
神
埼
町
横
武
地
内

○
変
更
後
の
排
水
区
域

　

約
４
９
６ 

ha

　
　

　
　

野
菜
を
食
べ
よ
う
！

　

～
野
菜
１
０
０
ｇ
レ
シ
ピ
☆
～
を
配
布

参
加
者
募
集

第
25
回 

吉
野
ヶ
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
in
神
埼
市

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
体
育
協
会（
神
埼
中
央
公
園
体
育
館
）

☎
５
２
‐
３
７
５
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
２
‐
３
４
０
２

　

健
康
増
進
課
で
は
、
市
民

の
健
康
増
進
お
よ
び
食
育

の
推
進
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
の
日
本
人
の
野
菜
摂

取
量
は
、
減
少
傾
向
で
す
。

野
菜
は
生
活
習
慣
病
な
ど

を
予
防
す
る
効
能
が
あ
り
ま

す
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
健

康
を
維
持
す
る
た
め
、
１
日

の
野
菜
摂
取
の
目
標
量
を
３

５
０
ｇ
以
上
と
し
て
い
ま

す
。

　

十
分
な
量
の
野
菜
を
食
べ

る
た
め
に
は
、
意
識
し
て
食

べ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
回
、
神
埼
市
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
の
協
力
の
も

と
、
気
軽
に
作
れ
る
「
野
菜

を
１
０
０
ｇ
以
上
」
使
用
し

て
い
る
簡
単
レ
シ
ピ
を
作
成

し
ま
し
た
。
レ
シ
ピ
４
品
と

野
菜
１
０
０
ｇ
の
目
安
量
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

各
庁
舎
な
ど
の
市
の
施
設

や
、
市
内
の
飲
食
店
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
設
置
し
配
布
し

ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
た
め
、
家
族
の
た

め
の
健
康
づ
く
り
に
ぜ
ひ
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。

○
と
き

　

平
成
31
年
１
月
27
日
（
日
）

　

受
付　
　

９
時
か
ら

　

開
会
式　

10
時
か
ら

○
と
こ
ろ

　

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
内
・
周
辺

○
種
目

・
２
㎞
ふ
れ
あ
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
（
小
学
生
以
上
）

・
４
㎞
コ
ー
ス
（
小
学
生
以
上
）

・
10
㎞
コ
ー
ス
（
高
校
生
以
上
）

○
参
加
料

　

小
・
中
学
生　
　

５
０
０
円

　

高
校
生　

 　

１
，０
０
０
円

　

大　

人　

 　

２
，０
０
０
円

○
申
込
締
切
日　

　

11
月
30
日
（
金
）

　

※
当
日
消
印
有
効

○
申
込
方
法

個
人
の
場
合

　

専
用
の
申
込
書
（
振
込
用
紙
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料

を
添
え
て
最
寄
り
の
郵
便
局
で
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。

団
体
の
場
合

　

専
用
の
団
体
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
神
埼
市
体
育
協
会

に
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

● 神埼市 健康増進課 ●

☎

佐賀県民の 日の野菜の摂取量は、 歳以上の男性で 、女性で

となっており、男女ともに不足しています。（平成 年国民健康・栄

養調査（佐賀県）結果より）

野菜不足の食事は、エネルギーやたんぱく質の摂り過ぎにつながる傾向があり

ます。生活習慣病などを予防し、健康な生活を維持するためにも、１日の野菜の

摂取目標量を３５０ｇとしています。

１日の目標量 ３５０ｇ

男性の平均摂取量 ｇ

女性の平均摂取量 ｇ

●年代別の野菜摂取量の目安（ｇ 日）●

～２歳 ～ 歳 ～ 歳 ～ 歳 歳以上

緑黄色野菜

その他の野菜

※緑黄色野菜：その他の野菜＝１：２

～“手ばかり”を用いて、 食の野菜を食べる量の目安を知りましょう！～

こども 大人

生野菜 両手 杯 両手 杯

茹野菜 両手 杯 片手 杯

✿子どもは子どもの手で、大人は大人の手ではかります。

野菜には、身体に必要なビタミンやミネラル、食物繊維などがたくさん含まれ

ていて、高血圧や糖尿病、動脈硬化などの予防に効果があります。気軽に簡単に

つくれる「野菜 ｇ以上を使用しているレシピ」を紹介しています。自分の

ため、家族のため、健康な生活を送るために、毎日の食事に野菜料理を一皿プラ

スして、野菜をしっかり摂りましょう！

１日の不足量は

約 ～ ｇ

使う野菜はこれ！

材料（２人分）

鶏もも肉・・・・・・・１ ０

大根・・・・・・・・・ 本（ ）

人参・・・・・・・・・ 本（ ）

玉ねぎ・・・・・・・・ 個（ ）

ブロッコリー・・・・・ 株（ ）

しめじ・・・・・・・・ 袋（ ）

ローリエ（あれば）・・ 枚

固形コンソメ・・・・・ 個

水・・・・・・・・・・

料理酒・・・・・・・・大さじ

濃口醤油・・・・・・・小さじ

塩・・・・・・・・・・少々

こしょう・・・・・・・少々

粒マスタード・・・・・適量

下準備

①鶏肉は一口大に切る

②大根と人参は皮をむき、 くらいの半月切り

にし、下茹でしておく

または、耐熱容器に入れ、ラップをかけて電子

レンジで 分程加熱する

③玉ねぎはくし切りにする

④しめじは石づきをとる

⑤ブロッコリーは小房に分け、茹でておく

作り方

１鍋に、鶏肉、大根、人参、玉ねぎ、しめじ、水、固形コン

ソメ、料理酒、ローリエを加え、強火にかけ煮立たせる

煮立ったら、火を弱め（中火～弱火）大根が軟らかくなる

まで煮る

２醤油、塩、こしょうで味を調え、ブロッコリーを加えて、

さらに ～ 分煮る

３器に盛り、好みでマスタードを添える

人分あたり

エネルギー 、塩分 、野菜量

圧力鍋を使用すると

短時間で調理ができます！

大根 人参 玉ねぎ ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

使う野菜はこれ！

材料（２人分）

キャベツ・・・・ 個（ ｇ）

人参・・・・・・ 本（ ｇ）

胡瓜・・・・・・ 本（ ｇ）

塩・・・・・・・小さじ

卵・・・・・・・ 個

マヨネーズ・・大さじ

酢・・・・・・小さじ

塩・・・・・・少々

こしょう・・・少々

下準備

①キャベツ、人参、胡瓜は千切りにする

②卵は茹でて茹で卵にし、フォークで粗く

つぶし、 を加えてタルタルソースを

作る

作り方

１ボールにキャベツ、人参、

胡瓜を入れ、塩を加えて塩

もみし、しんなりしたら水

けをしぼる

２１にタルタルソースを加

え、和える

人分あたり

エネルギー 、塩分 、野菜量

人参 胡瓜キャベツ

野菜の千切りはスライサー

を使用すると便利です！

それぞれの野菜の１００ｇがどのくらいかを正味分量でご紹介。買い物や料理の時などの参考にしてください。

緑 黄 色 野 菜
トマト

・小 個

・中 個は約

ミニトマト

・ 個

・ 個は約

チンゲンサイ

・ 株

かぼちゃ

種とわたを除いて

・ 個

・ 個は約

にんじん

皮をむいて

・中 本

ピーマン

へたと種をとって

・小 個

・ 個は約 ～

ブロッコリー

小房に分けて

・ 房

・ 房は約

ほうれんそう

・ 株

・ 束は約

水菜

・ 株

・ 袋は約

グリーンアスパラガス

・ 本

・ 本は約

ゴーヤ

種とわたを除いて

・ 本

・ 本は約

小松菜

・ 株

・ 束は約

そ の 他 の 野 菜
玉ねぎ

皮をむいて

・中 個

・中 個は約

きゅうり

・中 本

もやし

・ 袋

・ 袋は約

レタス

外葉

・ ～ 枚

・ 個は約

なす

へたを落として

・ 本

大根

皮をむいて

・直径 厚さ

・ 本は（直径 、根の長さ

）約

キャベツ

・ 枚

・ 個は約 ～

れんこん

皮をむいて

・ 節（長さ ）

・ 節は約

ごぼう

泥を落として

・ 本（長さ約 ）

・ 本や約

※野菜の大きさには個体差があります。紹介した個数や枚数などはあくまでも参考と考えてください。

ばかり ばかり

表面中面裏面

込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は
専
用

の
申
込
書
（
振
込
用
紙
）
で
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
書
設
置
場
所

・
神
埼
中
央
公
園
体
育
館

・
千
代
田
支
所
社
会
教
育
課

・
脊
振
公
民
館

○
注
意
事
項

・
地
震
、
風
水
害
、
降
雪
、
疾
病

な
ど
の
不
可
抗
力
に
よ
る
開
催

規
模
の
縮
小
ま
た
は
中
止
の
場

合
の
参
加
料
の
返
金
は
行
い
ま

せ
ん
。

・
申
込
後
の
種
目
変
更
、
キ
ャ
ン

セ
ル
、
参
加
料
の
返
金
は
で
き

ま
せ
ん
。
過
剰
入
金
、
重
複
入

金
の
場
合
も
同
様
で
す
。

・
大
会
当
日
の
参
加
申
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。
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イベント・行事

九年庵一般公開に伴う
憩いの家「仁比山温泉もみじの湯」
特別営業
特別営業期間　
11月11日（日）～ 25日（日）
　九年庵の一般公開に伴い、
特別営業期間中は、内容を
変更して営業します。
・駐車場の利用ができません
　駐車場エリアに、一般公開の運営本部を設置する
ため、駐車場の利用ができません。公共交通機関、
市巡回バスを利用してお越しください。
・温泉利用料変更
　一般公開期間中、温泉利用料は、利用者の居住地
を問わず、大人（高校生以上）300円、小・中学生
100円でご利用いただけます。
※一般公開中は混雑が予想されます。ご理解とご協

力をお願いします。
○営業時間　10時～ 21時（通常どおり）
○11月の休館日　14日（水）　
※21日（水）は営業します。
◎問い合わせ　高齢障がい課　地域支援係　
　　　　　　　☎37-0111

○公開期間　11月15日（木）～ 23日（金・祝）
　　　　　　の９日間
○開園時間　午前８時30分～ 16時
○美化協力金　300円　※中学生以下無料

国の名勝　九年庵　　　
秋の一般公開

入園整理券
　九年庵へ入園する際は入園整理券が必要です。８
時頃から本部テントで配布します。来園者が多く
なり、16時までに入園の見込みがたたない場合は、
入園整理券の配布を早めに中止します。

○アクセス
自家用車　駐車料500円
・吉野ヶ里歴史公園臨時駐車場（九年庵までシャト

ルバス運行）
・仁比山公園駐車場（身体障がい者専用）
路線バス　片道310円
　神埼駅南口から九年庵（仁比山神社前）行きの路
線バス（昭和バス）
※期間中、１時間２便に増便。
※交通混雑が予想されますので、公共交通機関をご

利用ください。
◎問い合わせ　商工観光課　商工観光係
　　　　　　　☎37-0107

市民公開講座
「あなたは大丈夫？肝がん、糖尿病」
～肝がんと糖尿病から自分を守ろう～

神埼の偉人

吉田絃二郎生誕133年祭

　佐賀県が死亡率ワースト１の”肝臓がん“を防ぐ
コツ、患者や予備群が増えている”糖尿病“につい
て学びませんか。自身や家族の健康づくりのために、
ぜひご参加ください。
○とき　11月17日（土）
　　　　15時～ 17時（開場14時）
○ところ　東脊振健康福祉センター「きらら館」
○講演
①座長　神埼市郡医師会
　副会長　橋本 峰一
　「これを知れば、肝がんにならない！」
　佐賀大学医学部附属病院　
　肝疾患センター　病院講師　岩根 紳治 先生
②座長　神埼市郡医師会
　理事　最所 正純
　「どうなる？どうする？糖尿病」
　佐賀大学医学部附属病院
　肝臓・糖尿病・内分泌内科教授　安西 慶三 先生
◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係
　　　　　　　☎51-1234

　神埼町莞牟田生まれ、大正時代に驚異的なベスト
セラー作家となった郷土の偉人 吉田絃二郎の生誕祭
を開催します。
○と　き　11月23日（金・祝）
　　　　　９時30分開会（開場９時）
○ところ　神埼市中央公民館
○内　容
・小中学生の吉田絃二郎作品読書
　感想文・感想画最優秀賞表彰
・読書感想文最優秀作品の朗読
・短歌朗読
・作品朗読
・西郷小学校３年生の劇
入賞作品の展示
　11月17日（土）～ 23日（金・祝）午前中、神埼
市中央公民館１階ロビーで、読書感想文・感想画入
賞作品を展示します。
◎問い合わせ　吉田絃二郎顕彰会事務局
　（神埼市中央公民館）☎53-2325
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プレミアム商品券「神埼よかよか券」
　　　　　　　11月18日（日）販売開始

　神埼市商工会では、神埼市の支援を受けて、「神埼
よかよか券」の販売を開始します。
　１セット（10,000円）の購入で10%のプレミア
ムが付いて11,000円分のお買物ができます。
　大変お得な商品券ですので、ぜひご利用ください。

○販売開始日
　11月18日(日) ９時30分～　※売切れ次第終了
○販売場所
【神埼地区】
・神埼市商工会（販売初日は神埼市中央公民館）
・ショッパーズかんざき サピエ
【千代田地区】�
・ショッピングセンター アニー
【脊振地区】���
・御食事処 いずみや

○購入金額　　
　１セット　10,000円
　(500円×22枚＝11,000円)
○購入限度額　　
　一人５セット（５万円）まで
○販売総数　10,000セット
○購入対象者　神埼市内在住者に限る
○使用期間　　
　平成30年11月18日(日) ～平成31年２月３日(日)
■詳細は、10月下旬全戸配布のチラシをご覧ください。

◎問い合わせ　神埼市商工会　☎52-7131

神埼市商工会主催  創業セミナー
　これから創業を希望する人、創業したばかりの人、　実践型４ステップ
で創業を力強く応援します。
　すでに開業されている方、学びたい方も参加できます。

○ 日程・カリキュラム

回 日　　時 講　　師 内　　容

第１回
11月26日（月） 
18：00 ～ 21：00 ※

ＴＫ店舗研究室
中小企業診断士　立石 修 氏

● 創業計画書の作り方 

第２回
11月29日（木） 
19：00 ～ 21：00

藤本労務管理事務所
社会保険労務士　藤本 謙一郎 氏

● 労務に必要な書類と管理
● 労務に必要な手続き

第３回
12月４日（火） 
19：00 ～ 21：00

新貝弘茂税理士事務所
税理士　新貝 弘茂 氏

● 税務に必要な手続き
● 税金の種類
● 日常の経理処理
● 経営者の１年

第４回
12月６日（木）
19：00 ～ 21：00

日本政策金融公庫
佐賀県信用保証協会

● 融資制度の紹介

神埼市商工会 ● 商工会の活用方法

※第１回のみ開始時間が異なりますので、ご注意ください。
○ 会　場　 神埼市商工会館【神埼市神埼町神埼413-3（神埼市役所横）】
○ 参加費　 無　料　
○ 後　援　 神埼市
◎ 申込・問い合わせ　 神埼市商工会　☎52-7131
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神
埼
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

は
、
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
な
が
ら
責
任
も
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
関
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施

策
を
、
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に

策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

計
画
で
は
、
３
つ
の
基
本
目
標
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30

年
の
目
標
値
（
％
）
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
目
標
値
を
少
し
で
も
上
回

る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

１ 

人
権
尊
重
と
男
女
共
同
参
画
の

意
識
づ
く
り

〇
学
校
教
育
に
お
け
る
男
女
平
等
達

成
感�

60
％

　

男
女
平
等
や
人
権
尊
重
は
、
幼
い

時
か
ら
家
庭
の
し
つ
け
や
学
校
、
地

域
の
中
で
形
成
さ
れ
ま
す
。
家
庭
や

地
域
と
も
連
携
し
な
が
ら
男
女
共
同

参
画
の
視
点
に
立
ち
教
育
に
取
り
組

む
。

○
社
会
通
念
・
慣
習
・
し
き
た
り
な

ど
に
お
け
る
男
女
平
等
達
成
感　

�

45
％

　

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
の
見

直
し
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
図
る
。

○
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す
法

制
度
の
認
知
度
（
内
容
を
知
っ
て

い
る
）

①
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

�

15
％

②
男
女
雇
用
機
会
均
等
法　
　
　

�

45
％

③
神
埼
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
計
画　
　

�

20
％

２ 

仕
事
と
家
庭
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進

　

家
事
へ
の
男
性
の
積
極
的
な
参
画

を
促
進
し
、
家
事
分
担
の
慣
行
を
見

直
す
こ
と
で
男
女
が
協
力
し
理
解
す

る
意
識
を
育
て
る
。
職
場
に
お
い
て

は
男
女
が
共
に
育
児
・
介
護
休
業
を

取
り
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
生

じ
な
い
職
場
環
境
づ
く
り
が
大
切
。

○
家
庭
生
活
に
お
け
る
男
女
平
等

達
成
感�

40
％

○
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
達
成
感

�

　

35
％

３ 

男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
進
め
る
ま
ち
づ
く
り　

　

女
性
が
活
躍
し
、
男
女
が
共
に
参

画
す
る
社
会
作
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
。

○
地
域
活
動
・
社
会
活
動
の
場
で
の

男
女
平
等
達
成
感�

　

40
％

○
市
の
各
種
審
議
会
等
の
女
性
委
員

の
割
合�

　

40
％

○
女
性
消
防
団
員
数�

　

30
人

　

防
災
・
災
害
時
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進
が
重
要
課
題
、
防
災

分
野
に
お
け
る
政
策
・
方
針
決
定
過

程
等
に
女
性
の
参
画
を
拡
大
す
る
。

　

防
災
対
策
、
避
難
所
の
運
営
相
談

支
援
な
ど
女
性
の
視
点
の
確
保
を
図

る
。

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

言
葉
の
知
識

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
」

を
促
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
法

律
で
平
成
11
年
に
公
布
・
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定

め
、
並
び
に
国
、
地
方
公
共
団
体

お
よ
び
国
民
の
責
務
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
施

策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
て

い
ま
す
。

ありがとう一言メッセージ募集中！

どなたでも気軽にどうぞ

女性のための相談室
　神埼市男女共同参画推進ネットワークでは、11月

14日を「ありがとうデー」に設定して一言メッセー

ジを募集しています。家庭や職場、地域の中で、日頃

の ｢ありがとうの心｣ を言葉に託してみませんか。

　入賞作品は、市報２月号で発表し賞品を贈ります。

○応募資格　市内在住の方

○応募方法　用紙自由（ハガキ、ＦＡＸ、封書）

　　　　　　40字以内

○応募締切　11月26日(月)

◎応募・問い合わせ　

・神埼市男女共同参画推進ネットワーク

　☎44-2925　佐藤

　〒842-0056

　神埼市千代田町境原282-12　佐藤 悦子　宛

・総務課　秘書広報係

　☎37-0088

　皆さんの様々な悩みや疑問などについて
一緒に考えましょう。一人で悩まず、まず
はご相談ください。ご希望があれば、専門
機関への紹介も行います。相談は無料です。
秘密は厳守します。
〇とき　11月21日（水）
　　　　13時30分～ 16時30分　
〇ところ　千代田庁舎　２階相談室
〇問い合わせ　
・神埼市男女共同参画推進ネットワーク　
　髙栁　☎52-4709
・神埼市役所　総務課　秘書広報係
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地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
、育
て
ま
し
ょ
う

～　

第
13
回　

地
区
子
育
て
懇
談
会
結
果
報
告
～

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議　

☎
４
４
‐
２
１
５
４

　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で

は
、
７
月
４
日
、
５
日
、
６
日
に

今
年
度
の
子
育
て
懇
談
会
を
計
画
し

て
い
ま
し
た
が
、
台
風
７
号
が
去
っ

た
後
、
７
月
５
日
か
ら
８
日
に
か
け

て
梅
雨
前
線
が
西
日
本
付
近
に
停
滞

し
、
連
日
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
に
は
佐
賀
県
に
も
大
雨

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
、
子
育
て
懇

談
会
も
初
日
の
４
日
に
予
定
し
て
い

た
地
区
は
開
催
で
き
ま
し
た
が
、
２

日
目
と
３
日
目
に
予
定
し
て
い
た
地

区
に
つ
い
て
は
延
期
し
ま
し
た
。
各

地
区
と
も
独
自
で
チ
ラ
シ
の
作
成
や

配
付
、
地
区
の
管
内
放
送
で
呼
び
か

け
を
行
な
う
な
ど
、
参
加
人
員
を
増

や
す
た
め
の
積
極
的
な
取
組
や
努
力

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
区
の
今
を
話
し
合
お
う

　

地
区
の
い
い
と
こ
ろ
や
課
題
な
ど

日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
話

し
合
い
ま
し
た
。

○
交
通
安
全
・
地
区
の
安
全
に
つ
い

て
・
通
学
路
の
除
草
を
定
期
的
に
す
る

こ
と
や
歩
道
整
備
お
よ
び
崩
壊
の

恐
れ
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
整
備

の
必
要
性
を
感
じ
る
。

・
城
原
川
堤
防
の
草
が
大
き
く
な
り

す
ぎ
、
見
通
し
が
悪
く
通
学
時
が

危
な
い
。

・
夕
方
、
道
路
で
遊
ん
で
い
る
子
が

目
立
つ
。

・
子
ど
も
た
ち
の
下
校
時
に
暗
い
場

所
も
あ
る
の
で
心
配
。
今
年
６
月

に
は
不
審
者
情
報
も
あ
っ
た
。

・
小
学
校
登
校
時
の
列
の
乱
れ
が
目

立
つ
。
ま
た
、
中
学
生
の
自
転
車

通
学
で
３
列
に
並
ん
で
登
校
し
て

い
た
の
で
危
な
か
っ
た
。

・
中
学
生
の
自
転
車
運
転
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
、
朝
の
ス
ピ
ー
ド
出
し
過

ぎ
や
交
差
点
で
の
進
入
時
の
早
曲

り
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。

・
地
区
の
安
全
及
び
防
犯
関
係
で
、

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
再
確
認

を
す
る
。

・
毎
日
、
見
守
り
隊
の
方
が
声
を
か

け
て
く
だ
さ
り
安
心
し
て
い
る
。

○
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て

・
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
あ
い
さ
つ
が

で
き
て
い
な
い
。
普
段
か
ら
親
が
で

き
て
い
な
い
と
子
ど
も
も
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
は
ず
が
な
い
と
思
う
。

・
通
学
す
る
際
な
ど
、
道
で
会
う
と

き
に
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ

る
。

・
あ
い
さ
つ
は
よ
く
し
て
く
れ
る

が
、
中
に
は
元
気
が
な
い
子
ど
も

や
声
が
小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
。

・
あ
い
さ
つ
す
る
と
き
は
、
相
手
に

正
し
く
伝
わ
る
よ
う
に
し
よ
う
。

・
日
頃
か
ら
、
あ
り
が
と
う
、
お

は
よ
う
な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
素
直

に
言
え
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い

し
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
家
庭
・

学
校
・
地
域
の
中
で
教
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

神
埼
市
四
か
条
の
誓
い
を

生
活
に
活
か
そ
う

・
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
交
通
ル
ー
ル
や
ゲ
ー
ム
の
き

ま
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

家
庭
内
や
学
校
で
の
規
則
を
守
る
。

・
各
家
庭
で
話
し
合
っ
て
進
め
て
み

よ
う
。

・
四
か
条
の
誓
い
は
、
内
容
的
に
難

し
い
も
の
も
あ
る
が
、
日
常
の
生

活
に
ご
く
普
通
に
反
映
し
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
誓
い
の
中
に
あ
る

よ
う
な
気
持
ち
で
生
活
で
き
れ
ば

良
い
と
思
う
。

・
生
活
の
中
に
は
活
か
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
子
ど
も
達
に
は
少
し

難
し
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
。
大
人
で
も
難
し
い
。

市
民
会
議
理
事
か
ら
の
感
想

・
今
年
の
議
題
や
目
標
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
。

・
発
言
が
一
部
の
方
に
な
っ
て
し
ま

い
、
活
発
な
話
し
合
い
と
ま
で
は

い
か
な
か
っ
た
。
話
し
合
い
の
進

め
方
、
工
夫
や
雰
囲
気
づ
く
り
が

必
要
。
ま
た
柱
１
・
２
の
話
合
い

の
ス
タ
ン
ス
を
理
解
し
て
も
ら
う

事
が
大
切
。

・
子
供
が
い
な
い
家
庭
の
大
人
の

参
加
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念

で
、
今
後
の
課
題
だ
と
思
う
。

　

そ
の
他
、
懇
談
会
自
体
の
恒
常
化

や
実
施
時
期
の
見
直
し
な
ど
の
ご
意

見
や
、「
子
ど
も
達
が
安
全
で
安
心

し
て
過
ご
せ
る
た
め
の
有
意
義
な
懇

談
会
で
あ
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
開
催
に

あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出席率100％以上の地区

地区 世帯数に対する
出席者数の割合

曽根ヶ里 168.4％

戸井土 162.5％

伏部 124.0％

藤西 111.1％

有
料
広
告

有
料
広
告


